
暖帯および温帯の山地の林内に生える落葉性の藤本。枝には円形ないし楕円形の葉柄痕が明瞭で、托葉
は少なくとも1、2年枝には1対の刺となって宿存する。葉身は薄く、円形ないし長卵形、長さ2-5cmになり、

幅1.5-4cm、基部は浅心形からくさび形、先は急鋭頭から急鋭尖頭、縁に芒状の細鋸歯があり、表面は無
毛、裏面の脈上に多少とも突起状の硬毛がある。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Celastrus  flagellaris  Rupr.

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

福崎町、たつの市、豊岡市、養父市

■ 国内分布

本州（関東以西）、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

ニシキギ科

兵庫県ランク…イワウメヅル
環境省ランク… －


